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本
学
で
は
昭
和
四
十
一
年
度
の
夏
期
休
暇
を
利
用
し
て
、
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
を
初
め
て
試

み
た
。
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
に
つ
い
て
は
、
東
京
芸
術
大
学
等
が
先
達
と
し
て
華
々
し
い
成
果

を
修
め
ら
れ
て
い
る
折
か
ら
、
本
学
に
お
い
て
も
先
年
来
音
楽
学
関
係
教
職
員
が
中
心
と
な

り
、
詳
細
に
亘
っ
て
協
議
検
討
を
重
ね
、
本
年
度
に
至
っ
て
初
め
て
実
現
の
段
取
り
と
な
っ
た

も
の
で
あ
る
。

　
本
学
は
、
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
の
宗
門
立
音
楽
大
学
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
音
楽
大
学
に
課
せ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
ら
れ
た
音
楽
専
門
家
の
教
育
と
養
成
の
他
に
、

　　　七二’
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饗
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云会録音風景
伝
統
的
仏
教
音
楽
の
解
明
と
研
究
新
し
い
時
代

に
即
応
す
べ
き
仏
教
音
楽
の
創
作
と
実
演
の
試

み
を
そ
の
使
命
と
し
、
こ
れ
の
実
践
に
あ
た
っ

て
は
、
数
年
来
古
い
声
明
の
旋
律
を
依
慧
と
し

た
新
し
い
式
典
用
の
交
声
曲
を
発
表
、
若
し
く

は
実
演
す
る
等
の
試
み
を
踏
ん
で
来
た
。

　
或
は
又
毎
年
一
回
宗
教
音
楽
研
修
会
を
開
催

し
、
斯
道
の
研
究
者
を
招
い
て
講
義
を
受
け
た

り
、
参
会
者
共
々
、
一
つ
の
テ
ー
マ
の
も
と
に

シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
持
ち
、
い
さ
さ
か
な
り
と
も

共
通
の
光
明
を
見
出
す
べ
く
討
議
を
し
た
り
、

伝
統
的
宗
教
芸
能
の
保
持
者
を
招
い
て
至
芸
の

披
露
を
仰
ぐ
等
、
数
々
の
企
画
実
践
を
行
っ
て

き
た
も
の
で
あ
る
。

　
し
か
し
、
こ
れ
等
の
研
究
活
動
よ
り
生
じ
た
様
々
な
問
題
に
関
し
て
、
早
急
な
解
明
及
び
解

決
は
求
め
ら
れ
な
い
。
今
こ
こ
に
も
う
少
し
組
織
的
な
研
究
方
法
が
盛
り
込
ま
れ
ね
ば
、
個
々

の
研
究
見
解
に
頼
っ
て
い
た
の
で
は
甚
だ
道
の
遠
い
こ
と
を
感
ず
る
の
み
で
あ
る
。
こ
と
に
伝

承
的
仏
教
音
楽
の
解
明
に
あ
た
っ
て
は
、
未
だ
組
織
的
に
そ
の
実
態
が
把
握
さ
れ
て
い
な
い
と

言
っ
て
も
よ
い
。

　
こ
れ
に
は
、
先
ず
全
国
に
散
在
す
る
と
こ
ろ
の
こ
れ
等
芸
能
音
楽
を
、
協
同
的
な
組
織
を
以

っ
て
遂
一
蒐
集
す
る
こ
と
が
必
要
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
に
就
い
て
は
、
斯
道
の
研
究
者
も
等
し

く
痛
感
す
る
こ
と
で
あ
り
、
又
本
学
に
お
い
て
も
、
そ
の
方
法
な
り
手
段
に
坤
吟
し
て
い
た
と

こ
ろ
で
あ
っ
た
。
折
も
折
と
て
こ
こ
に
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
実
施
の
案
が
上
提
さ
れ
、
こ
う
し

た
本
学
に
お
け
る
使
命
を
考
慮
の
上
、
大
目
的
を
「
仏
教
音
楽
の
実
態
調
査
」
と
掲
げ
、
た
だ

ち
に
実
施
の
第
一
歩
に
踏
み
出
し
た
よ
う
な
わ
け
で
あ
る
。

　
し
か
し
先
述
し
た
如
く
、
今
回
は
初
め
て
の
試
み
で
も
あ
り
、
活
動
の
中
心
と
な
る
べ
学
き

生
に
対
し
て
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
そ
の
も
の
に
つ
い
て
の
理
解
と
認
識
と
を
徹
底
さ
せ
る
為

に
、
次
の
二
点
に
そ
の
目
標
を
絞
り
、
こ
れ
に
副
っ
て
実
施
す
る
こ
と
に
し
た
。

　
一
、
今
回
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
は
、
あ
ら
ゆ
る
面
に
お
い
て
学
生
に
対
す
る
啓
蒙
的
な
意
　
3
8
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味
を
含
め
た
も
の
と
す
る
。

　
二
、
そ
の
為
に
、
採
集
し
た
資
料
の
成
果
も
さ
る
こ
と
乍
ら
、
採
集
方
法
及
び
技
術
の
訓
練

　
　
に
主
眼
を
置
く
。

　
こ
の
よ
う
な
目
標
に
充
足
す
べ
き
素
材
の
選
択
に
つ
い
て
、
な
お
又
種
々
の
検
討
を
加
え
た

が
、
今
回
は
「
仏
教
音
楽
の
実
態
調
査
」
の
手
始
め
と
し
て
、
真
言
宗
南
山
進
流
声
明
の
実
態

調
査
に
赴
く
こ
と
に
決
定
し
た
。

　
南
山
進
流
声
明
に
つ
い
て
は
、
己
に
岩
原
諦
信
氏
、
大
山
公
義
氏
等
の
権
威
者
に
依
る
著
述

や
、
金
田
一
春
彦
氏
の
監
修
に
依
り
中
川
善
教
氏
等
が
録
音
さ
れ
た
レ
コ
ー
ド
等
が
知
ら
れ
て

い
る
が
、
我
々
は
更
に
声
明
と
法
会
と
の
密
接
な
構
成
の
在
り
方
を
中
心
に
調
べ
た
い
も
の
と

思
っ
た
。
種
々
の
声
明
が
法
要
と
し
て
法
会
そ
の
も
の
を
構
成
す
る
以
上
、
ど
う
し
て
も
こ
の

点
の
解
明
に
力
を
到
さ
ね
ば
な
ら
な
い
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。
そ
の
為
に
は
、
是
非
共
一
座

の
法
会
を
拝
観
し
、
声
明
な
り
、
作
法
な
り
を
雰
囲
気
の
中
に
摘
み
採
り
た
か
っ
た
。
又
で
き

れ
ば
実
際
に
声
明
の
伝
授
を
受
け
、
単
に
外
部
か
ら
採
集
研
究
す
る
の
で
は
な
く
、
い
さ
さ
か

な
り
と
も
実
際
に
習
得
す
る
こ
と
に
依
っ
て
よ
り
緊
密
な
採
集
と
研
究
の
成
果
を
得
た
い
も
の
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と
考
え
た
。

　
そ
こ
で
こ
の
よ
う
な
企
画
を
持
っ
て
、
先
ず
高
野
山
に
中
川
善
教
師
を
訪
ね
た
。
師
は
現
在

高
野
山
大
学
に
教
授
と
し
て
奉
職
せ
ら
れ
、
斯
道
の
研
究
者
と
し
て
は
著
名
な
方
で
あ
る
。
且

つ
又
数
少
い
南
山
進
流
声
明
の
伝
承
者
で
も
あ
る
。
師
は
我
々
の
目
的
及
び
企
画
に
賛
意
を
表

さ
れ
積
極
的
な
援
助
と
協
力
と
を
約
さ
れ
た
。
こ
と
に
我
々
に
と
っ
て
真
に
有
難
か
っ
た
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
は
、
我
々
の
企
画
し
た
計
画
の
す
べ
て
を
師
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
聞
き
容
れ
て
下
さ
っ
た
こ
と
で
あ
り
、
あ
ま
つ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
さ
え
宿
泊
の
便
を
師
の
自
坊
で
あ
る
親
王
院
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
お
与
え
下
さ
っ
た
こ
と
で
あ
っ
た
。
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価
ぞ
　
か
よ
う
に
御
膳
立
て
の
備
わ
っ
た
と
こ
ろ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
、
鶴
で
、
夏
期
休
暇
に
間
近
い
七
月
下
旬
実
施
に

・
　
，
　
　
・
　
　
葛
戸
：
ゴ
．
・
、
旨
．
，
　
内
先
立
っ
て
予
備
学
習
を
行
っ
た
。
南
山
進
流
声

　　

@　
n
黒
灘
電
量
漁
騰
明
の
解
説
に
つ
い
て
は
・
本
学
講
璽
野
氏
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
メ
ン
バ
ー
は
音
楽
学
関
係
教
員
よ
り
、
仲
教

授
、
酒
井
助
教
授
、
馬
淵
助
教
授
、
平
野
講
師
、
小
野
講
師
、
小
谷
講
師
、
大
谷
助
手
の
七
名

学
生
よ
り
二
回
生
以
上
の
音
楽
学
専
攻
生
及
び
研
究
生
三
十
名
が
そ
れ
ぞ
れ
参
加
し
た
。

　
一
方
申
川
師
の
方
で
は
、
我
々
の
採
集
の
為
に
師
の
他
に
高
野
山
大
学
講
師
井
上
毒
魚
高
野

山
大
学
学
生
諸
氏
数
名
を
協
力
者
に
配
し
て
我
々
を
迎
え
ら
れ
た
。

　
初
回
五
日
午
後
早
速
、
井
上
師
よ
り
「
舎
利
講
和
讃
」
の
伝
授
を
受
け
た
。
こ
れ
に
は
録
音

を
行
い
、
後
に
採
譜
す
る
こ
と
を
考
慮
し
て
特
に
師
の
口
唱
の
部
分
を
繰
り
返
さ
れ
る
度
毎
に

収
録
し
た
。
廿
六
日
は
中
川
師
、
井
上
師
よ
り
舎
利
讃
嘆
と
散
華
の
伝
授
を
受
け
た
。

　
そ
し
て
廿
六
日
目
、
法
会
の
実
演
と
こ
れ
の
拝
観
採
集
を
行
う
機
会
が
与
え
ら
れ
た
の
で
あ

る
。

　
当
夜
行
わ
れ
た
法
会
は
、
　
「
理
趣
三
昧
作
法
」
と
称
し
、
理
趣
経
を
中
心
と
し
た
ニ
ケ
法
要

で
あ
る
。
理
趣
経
は
真
言
宗
に
お
け
る
根
本
経
典
の
一
つ
で
も
あ
り
、
当
宗
に
お
い
て
平
素
の

勧
行
に
も
よ
く
用
い
ら
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
こ
の
「
理
趣
三
昧
」
の
こ
と
を
「
中
曲
」
と

称
し
て
い
る
。
中
曲
と
い
う
の
は
伝
来
声
明
に
お
け
る
呂
旋
律
旋
の
い
ず
れ
に
も
属
さ
な
い
旋

法
で
あ
っ
て
、
い
わ
ば
日
本
的
声
明
旋
法
と
も
い
う
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
こ
の
中
曲
は
、
大
阿
声
明
の
祖
と
い
わ
れ
て
い
る
三
朝
僧
正
の
手
に
な
る
も
の
で
あ
る
こ
と

は
等
し
く
史
家
の
認
め
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
更
に
岩
原
諦
信
氏
は
僧
正
が
総
懸
を
以
て
理
趣

経
を
作
曲
さ
れ
た
も
の
と
論
断
さ
れ
て
い
る
。
さ
す
れ
ば
終
曲
理
趣
経
の
発
生
は
十
三
世
紀
頃

に
迄
遡
り
得
る
わ
け
で
、
我
国
音
楽
史
上
に
お
い
て
は
雅
楽
の
円
熟
期
で
も
あ
り
、
臼
河
天
皇

の
親
著
「
斜
懸
秘
抄
」
が
あ
ら
わ
れ
、
内
外
楽
融
和
咀
囎
の
時
代
か
ら
よ
う
や
く
純
日
本
的

音
楽
の
萌
芽
が
触
っ
た
時
代
で
あ
っ
た
こ
と
を
考
え
合
わ
す
れ
ば
、
甚
だ
興
味
深
い
も
の
が

あ
る
。

　
理
趣
経
を
中
心
と
し
た
こ
の
理
趣
三
昧
作
法
に
つ
い
て
は
既
に
治
安
三
年
高
野
山
奥
之
院
に

お
い
て
修
さ
れ
た
記
録
が
見
ら
れ
る
か
ら
、
、
寛
朝
僧
正
が
申
曲
理
趣
経
を
附
曲
後
間
も
な
く
法

会
作
法
と
し
て
の
形
式
が
整
え
ら
れ
た
も
の
と
考
え
ら
れ
よ
う
。

　
廿
七
日
の
夕
刻
よ

り
採
集
の
為
、
録
音

マ
イ
ク
の
設
定
等
の

諸
準
備
に
と
り
か
か

っ
た
。

　
ω
図
に
示
す
の
が

親
王
院
の
見
取
略
図

で
あ
る
が
、
法
会
は

本
堂
で
行
わ
れ
る
の

で
、
本
堂
に
隣
接
し

た
護
摩
堂
に
録
音
機

を
セ
ッ
ト
し
た
。
録

忌
日
焔
機
は
ソ
ニ
ー
一
二
六

五
型
を
二
台
、
ソ
ニ

↑
T

1寄

親
王
院
境
内
略
図

庫厘及び客殿

至奥之院

護摩堂

本堂

道路至高野山高校

金剛峯寺伽藍
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i
二
〇
〇
型
一
台
、
計
三
台
を
用
い
る
こ
と
に
し
た
。
録
音
用
テ
ー
プ
は
ソ
ニ
ー
ス
ー
バ
を
用

い
た
が
初
め
に
予
め
A
音
又
を
録
音
し
、
後
の
採
譜
作
業
に
お
け
る
便
を
考
慮
し
た
。

　
な
お
、
こ
の
操
作
に
従
事
す
る
者
と
し
て
、
録
音
機
一
台
に
対
し
て
モ
ニ
タ
ー
二
名
、
ス
ク

リ
プ
タ
ー
二
名
つ
つ
が
三
回
生
よ
り
選
ば
れ
た
。
マ
イ
ク
は
、
中
川
師
の
許
可
を
得
て
、
本
堂

中
央
舎
利
壇
の
天
井
か
ら
ロ
ー
プ
で
つ
る
し
た
。
特
に
ス
テ
レ
オ
用
の
マ
イ
ク
は
音
の
回
り
を

慮
っ
て
端
の
方
に
セ
ッ
ト
し
た
。
こ
れ
等
の
作
業
の
内
で
親
王
院
の
本
尊
は
不
動
明
王
で
あ
る

が
、
真
言
宗
に
お
け
る
根
本
的
本
尊
と
も
言
う
べ
く
着
重
さ
れ
て
い
る
舎
利
壇
に
万
粗
相
な
き

よ
う
心
を
配
っ
た
。
本
堂
内
で
は
八
ミ
リ
撮
影
機
を
二
百
、
十
六
ミ
リ
撮
影
機
一
基
を
セ
ッ
ト

し
た
。
八
ミ
リ
は
、
舎
利
壇
の
両
側
に
一
基
づ
つ
据
え
つ
け
た
。

　
こ
れ
等
の
撮
影
機
に
は
、
映
写
技
師
二
人
、
ス
ク
リ
プ
タ
ー
二
人
の
計
四
人
つ
つ
が
、
三
回

生
四
回
生
か
ら
選
ば
れ
、
ラ
イ
ト
係
が
数
人
こ
れ
は
二
回
生
が
従
事
し
た
。
こ
の
他
に
、
ス
チ

ー
ル
写
真
の
撮
影
者
が
ス
ク
リ
。
フ
タ
ー
と
共
に
二
名
つ
つ
、
三
台
の
カ
メ
ラ
を
構
え
た
。
又
。
プ

ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と
し
て
、
法
会
の
進
行
を
遂
一
記
録
す
る
仕
事
に
研
究
生
が
あ
た
っ
た
。

　
本
堂
は
建
坪
十
四
坪
で
㈲
図
に
示
す
如
く
、
ほ
ぼ
真
四
角
で
あ
る
。
中
央
須
弥
壇
に
は
本
尊

不
動
明
王
が
ま
つ
ら
れ
て
い
る
が
、
そ
の
前
に
は
仏
舎
利
を
安
置
し
た
舎
利
壇
が
あ
り
、
前
机

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
（
大
壇
）
⊥
ハ
嬰
皿
が
並

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
べ
ら
れ
厳
壮
さ
れ
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
い
る
。
こ
の
舎
利
壇

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
に
接
し
て
礼
盤
が
置

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
図

2図
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後堂 メ

畳
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護
摩
堂
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礼盤磐
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橡： 、
1

ノ
親王院本堂見取略

か
れ
て
あ
り
、
礼
盤

の
右
手
に
磐
が
つ
り

下
げ
ら
れ
て
あ
る
。

又
後
戸
を
除
い
て
、

堂
の
内
側
に
副
っ
て

職
衆
の
座
と
し
て
半

閻
幅
の
畳
が
張
り
め

ぐ
ら
し
て
あ
る
。

　
こ
の
よ
う
な
本
堂

の
形
式
は
、
同
行
参

拝
衆
を
主
体
と
し
、
そ
の
為
に
内
陣
と
外
陣
を
　
　
箋
ぐ
メ
二
二

設
。
、
且
つ
外
陣
。
拡
表
。
た
真
宗
系
寺
院
㌔
暴
総
鞭
罫

書
の
本
堂
と
は
趣
を
異
に
す
る
。
真
宗
の
本
堂

は
い
わ
ば
布
教
の
場
で
あ
り
而
も
集
会
所
的
役
…

織
　
難
驚
　
撚
へ
離
戴
姫
鱒
構

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

と
し
て
購
入
、
各
班
の
チ
ー
フ
が
一
冊
つ
つ
持
つ
こ
と
に
な
っ
た
の
で
、
法
要
の
進
行
が
容
易

に
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
因
み
に
こ
の
次
第
を
列
挙
し
て
み
よ
う
。

　
一
、
総
礼

　
二
、
唄
　
　
云
何
唄

　
三
、
散
華
　
大
日
散
華

　
四
、
対
揚

　
五
、
唱
礼
　
五
大
願

　
六
、
前
節
　
四
智
梵
讃
、
大
日
讃
、
不
動
讃

一
∴
讐

　
八
、
後
言

　
九
、
廻
向
伽
陀

　
十
、
唱
名
礼

昭
和
四
十
一
年
度
音
楽
学
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
1
ク
報
告

一
三



昭
和
四
十
一
年
度
音
楽
学
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
報
告

「
四

　
九
番
目
の
廻
向
伽
陀
を
除
い
て
は
全
部
こ
の
次
第
通
り
に
進
ん
だ
。

　
先
づ
入
場
に
つ
い
て
は
、
導
師
を
中
に
狭
ん
だ
式
衆
が
三
図
の
如
く
入
場
し
、
着
座
し
た
。

今
仮
り
に
職
衆
を
便
宜
上
A
B
…
…
1
の
符
号
で
称
す
る
と
、
民
衆
と
法
要
に
お
け
る
役
職
と

の
関
係
は
次
の
よ
う
に
な
る
。

重職の入場及び着座図

葎　　　　　誉

④
　
⑤
◎

冨
［
ニ
コ
礼
導
／
盤
－

r
↓
①
①
り◎◎一㊦◎
A
B
↓
唱
名
礼
頭

C
　
↓
前
前
頭

D
E
↓
散
華
師

F
　
　
↓
員
而

　
　
　
　
n
H
6
F
【

G
　
↓
廻
向
伽
陀
頭

H
　
↓
後
々
頭

　
着
座
方
法
は
そ
の
場
の
条
件
等
に
依
っ
て
変
る
こ
と
も
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
な
着
座
作
法
を

「
口
上
繭
左
方
上
位
」
と
称
す
る
。

　
こ
の
よ
う
な
状
況
の
も
と
に
、
法
要
が
始
ま
っ
た
の
で
あ
る
が
、
こ
の
間
一
時
間
四
十
分
、

声
明
と
こ
れ
に
と
も
な
う
作
法
と
の
有
機
的
な
結
び
付
き
と
、
そ
の
進
行
を
厳
粛
な
雰
囲
気
の

申
に
拝
観
採
集
す
る
こ
と
が
で
き
た
。

　
讃
、
唱
礼
等
の
カ
ノ
ン
的
な
唱
法
と
、
こ
れ
に
と
も
な
う
頭
と
金
棺
と
の
鱒
居
、
起
居
の
作

法
、
理
趣
経
の
各
馬
頭
に
お
け
る
特
異
な
旋
律
の
反
復
等
々
、
音
楽
的
に
も
可
成
り
面
心
い
収

穫
を
得
る
こ
と
が
で
き
た
。
そ
し
て
な
に
よ
り
も
前
述
し
た
如
く
、
こ
の
音
楽
と
作
法
の
結
び

つ
き
が
宗
教
的
必
然
性
を
備
え
、
洗
練
さ
れ
た
動
作
と
し
て
感
得
で
き
た
の
は
何
よ
り
の
成
果

だ
っ
た
と
思
っ
て
い
る
。
こ
れ
等
の
報
告
に
つ
い
て
は
い
ず
れ
稿
を
改
め
詳
細
に
亘
っ
て
述
べ

全
い
と
思
う
。

　
無
事
採
集
を
終
り
、
各
々
居
室
に
引
き
上
げ
た
の
は
十
時
を
ま
わ
っ
て
い
た
。

　
翌
廿
七
日
は
、
午
前
午
後
に
わ
た
っ
て
散
華
の
伝
授
を
中
川
師
よ
り
受
け
た
後
、
個
々
各
班

に
分
か
れ
て
採
集
の
整
理
を
行
い
、
夜
は
平
野
講
師
指
導
の
も
と
に
全
員
が
集
ま
っ
て
、
資
料

を
開
陳
、
採
集
し
た
テ
ー
プ
を
プ
レ
イ
バ
ッ
ク
し
て
法
要
次
第
に
従
い
、
総
合
的
な
ま
と
め
を

一
了
つ
こ
。

そ
　
　
≠

　
廿
八
日
は
、
こ
の
法
要
に
参
仕
さ
れ
た
、
高
野
山
大
学
の
井
上
氏
及
び
学
生
諸
氏
と
共
に
座

談
会
を
開
き
、
先
日
の
採
集
に
お
け
る
質
問
や
意
見
の
交
換
を
行
っ
た
。
高
野
山
大
学
に
お
い

て
は
、
声
明
は
最
初
の
二
年
閥
は
必
修
課
目
で
あ
る
こ
と
。
し
か
し
、
こ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で

は
決
し
て
充
分
と
は
言
え
ず
、
そ
の
為
に
中
川
師
の
親
王
院
等
に
修
業
僧
と
し
て
住
み
込
む
こ

と
に
よ
っ
て
、
伝
授
を
受
け
、
研
究
を
積
み
重
ね
る
と
の
こ
と
を
伺
い
、
斯
道
の
修
得
の
な
み

な
み
な
ら
ざ
る
こ
と
を
感
じ
る
と
共
に
、
師
子
相
承
の
根
強
い
習
慣
を
如
実
に
感
じ
た
。

　
又
当
日
列
席
せ
ら
れ
た
方
々
の
声
明
作
法
に
対
す
る
一
様
の
見
解
と
し
て
、
「
声
明
作
法
の

行
業
そ
の
も
の
が
壮
厳
で
あ
り
・
自
己
修
養
　
　
　
　
　
　
　
　
3
5

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
1

で
も
あ
る
。
従
っ
て
決
し
て
大
衆
に
対
し
て

聞
か
す
と
か
、
唱
和
せ
し
め
る
と
か
の
意
図

を
含
む
も
の
で
は
な
い
。
自
己
の
固
い
信
仰

の
も
と
に
自
ヨ
の
能
力
が
出
し
得
る
最
高
の

善
美
を
つ
く
し
、
彼
岸
を
目
ざ
し
て
自
己
の

人
格
を
高
動
せ
し
め
る
の
が
声
明
業
と
い
う

も
の
で
あ
る
ご
と
の
こ
と
を
伺
っ
た
。
こ
れ

は
、
我
々
が
使
命
と
す
る
「
自
信
教
人
心
」

の
心
の
も
と
に
、
新
し
い
大
衆
の
為
の
仏
教

音
楽
或
は
式
典
音
楽
を
産
み
出
そ
う
と
す
る

意
志
目
的
と
は
相
反
す
る
か
に
見
え
、
あ
ま

っ
さ
え
こ
の
よ
う
な
見
解
は
甚
だ
封
鎖
的
で

あ
る
か
の
誤
解
を
起
し
や
す
い
。
し
か
し
、

謙
っ
て
考
え
て
見
れ
ば
、
現
状
に
お
い
て
、

轟
／
隊
㍉

法要中、導師は中川善教師



我
々
の
所
謂
声
明
が
、
い
か
に
信
仰
に
基
づ
き
乱
つ
最
高
の
善
を
つ
く
レ
て
行
わ
れ
て
い
る
か

を
反
省
す
る
時
、
そ
こ
に
は
充
分
と
は
言
い
き
れ
ぬ
も
の
を
感
ぜ
ず
に
は
い
ら
れ
な
い
。

　
我
々
は
先
づ
「
自
つ
か
ら
信
ず
る
」
が
故
に
、
我
々
の
信
仰
の
吐
露
と
し
て
の
最
高
の
善
美

を
尽
く
し
て
こ
そ
、
　
「
人
に
信
を
教
え
」
ら
れ
る
べ
き
も
の
で
あ
り
、
そ
こ
に
こ
そ
大
衆
の
為

の
仏
教
音
楽
が
産
み
出
さ
れ
る
素
地
が
つ
く
ら
れ
る
と
言
っ
て
も
良
い
。
従
っ
て
今
後
我
々
は

我
々
こ
の
目
的
を
完
遂
せ
し
め
る
為
に
も
、
今
一
度
こ
の
人
達
の
見
解
の
中
か
ら
学
び
採
ら
ね

ば
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
と
考
え
た
次
第
で
あ
る
。

　
か
よ
う
に
し
て
、
八
月
廿
五
日
よ
り
廿
九
日
迄
の
四
日
間
に
わ
た
っ
て
行
な
わ
れ
た
学
習
と

作
業
の
日
々
は
、
ま
た
た
く
う
ち
に
過
ぎ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
間
に
お
い
て
、
参
加
し
た
学
生

諸
姉
も
、
又
我
々
も
先
掲
し
た
目
標
の
意
図
を
果
し
、
こ
の
内
か
ら
、
様
々
な
も
の
を
学
び
取

る
こ
と
が
で
き
た
。
又
、
一
同
こ
の
五
日
間
、
普
段
の
環
境
か
ら
は
な
れ
た
雰
囲
気
の
中
に
生

活
を
送
っ
た
こ
と
も
、
精
神
的
な
も
の
の
上
に
お
い
て
何
が
し
か
の
感
銘
を
与
え
た
よ
う
で
あ

る
。　

九
月
か
ら
の
新
学
期
に
入
っ
て
、
早
速
講
義
の
余
暇
を
利
用
し
て
採
譜
を
初
め
と
し
た
、
整

理
作
業
に
と
り
か
か
っ
た
。
目
下
な
お
そ
の
作
業
も
続
行
中
で
あ
る
が
、
い
ず
れ
こ
の
論
叢
の

次
号
、
或
は
そ
の
他
の
機
会
あ
る
毎
に
報
告
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
所
存
で
あ
る
。

　
今
回
は
そ
の
第
」
回
の
報
告
と
し
て
、
今
般
の
フ
ィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
全
般
に
わ
た
る
様
子
を

披
露
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
が
、
今
後
共
、
続
け
て
採
集
作
業
を
行
っ
て
行
く
所
存
で
あ
る
。
我

々
の
こ
う
し
た
目
的
を
お
く
み
と
り
頂
き
、
諸
先
輩
の
暖
い
御
援
助
並
び
に
御
教
示
、
御
叱
声

を
乞
う
次
第
で
あ
る
。

　
最
後
に
我
々
の
こ
の
試
み
の
為
に
、
そ
れ
こ
そ
何
か
ら
何
迄
に
わ
た
っ
て
お
世
話
下
さ
っ
た

中
川
師
を
初
め
、
井
上
師
、
又
親
王
院
の
皆
様
方
に
深
甚
の
謝
意
を
表
し
、
一
先
づ
こ
こ
に
欄

筆
・
す
る
次
第
で
あ
る
。
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